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～
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
仮
認
定 

【
三
重
県
指
令
環
生
第
０
５
―
２
６
６
号
】
を 

十
一
月
三
十
日
付
け
で
頂
き
ま
し
た
～ 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
目
指
し
、 

ご
寄
付
で
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
制
度
の
改
正
で
認
定
要
件
が
緩
和
さ
れ
、 

『
毎
年
三
千
円
以
上
の
寄
付
を
百
人
以
上
の
人
か
ら
得
て
い
る
』
と

い
う
こ
と
が
要
件
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
質
は
、

寄
付
を
通
じ
て
多
く
の
方
か
ら
賛
同
を
得
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い

う
こ
と
も
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
ま
で
の
ご
支
援
に
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
月
の
３
学
童
部
の
合
同
行
事
で
行
っ
た
「
芋
ほ
り
」
で
た
く
さ
ん
の
サ
ツ
マ
イ
モ 

の
ツ
ル
が
あ
り
、
毎
年
そ
の
ツ
ル
を
使
っ
て”

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス”

を
作
っ
て
い
ま
す
。 

イ
モ
の
ツ
ル
か
ら
葉
っ
ぱ
や
土
を
取
り
除
き
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
丁
寧
に
一
本
づ
つ 

巻
い
て
い
き
ま
す
。
散
歩
に
行
っ
た
時
に
拾
っ
た
ド
ン
グ
リ
や
、
公
園
で
集
め
た
マ
ツ 

ボ
ッ
ク
リ
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
や
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
毛
糸
な
ど
も
使
っ
て
飾
り
を
つ
け 

て
い
き
ま
す
。 

「
去
年
の
よ
り
も
丁
寧
に
塗
っ
た
よ
！
」「
色
を
何
色
も
使
っ
て
、
考
え
て
塗
る
わ
～
」 

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
を
使
っ
た”

ミ
ニ
ミ
ニ
ツ
リ
ー”

に
は
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
雪
が
積 

も
り
、
折
り
紙
で
作
っ
た
小
さ
な
星
が
輝
い
て
い
ま
す
。 

「
や
っ
と
切
れ
た
わ
、
星
～
！
！
」 

「
雪
が
降
り
す
ぎ
て
、
真
っ
白
の
ツ
リ
ー
が
で
き
た
よ
」「
今
年
は
雪
ふ
る
か
な
？
？
」 

季
節
を
感
じ
な
が
ら
の
会
話
も
進
み
、
た
く
さ
ん
の
リ
ー
ス
や
ツ
リ
ー
が 

完
成
し
て
い
く
の
を
、
ス
タ
ッ
フ
は
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。 

学
童
部 

『
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ツ
ル
を
使
っ
て
…
』

生姜

春に畑に植え、育ててきた生姜を 
利用者さんで収穫しました。 

藍ちゃんの家 

さつま芋

学童部で先日さつまいもが収穫されました。 
そのさつまいもを使って焼き芋とおしるこを作り、

美味しくいただきました。 

木の実

ヒノキのプレート 
に木の実を使って、 
壁掛けを作りました。 

みずほ号

藍ちゃんの家の利用者さんにも

お披露目がありました。乗り心地

はいかがですか？ 

遠足 
藍ちゃんの家、秋の遠足。 
今年はリバーサイド茶倉・丹生大師に行ってきました。 
山々が色づき始め、いいお天気にも恵まれ、 
自然を満喫しながら屋外歩行訓練をしました。 
吊り橋も渡り、お大師さんもお参りしてきましたよ。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
き
わ
会 

藍
ち
ゃ
ん
の
家
新
聞 

第
一
四
八
号

柚子 

みのり 今年は、たくさんの

柚子の実が『みのり』

ました！この柚子は、

調理やデイにおすそ

わけしました。 

◇
み
ず
ほ
号
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
八
日
、
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
様
よ
り

配
食
サ
ー
ビ
ス
用
に
、
小
型
電
気
自
動
車
『
み
ず
ほ
号
』
を
一
台

寄
贈
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
配
達
は
、
軽
自
動
車
で 

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
『
み
ず 

ほ
号
』
を
活
用
し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な 

配
達
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お 

り
ま
す
。
今
後
も
『
み
ず
ほ
号
』
を
大 

事
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 


